
「金沢大学がん進展制御研究所・北海道大学遺伝子病制御研究所 

ジョイントシンポジウム 2019」を開催 

                              2019 年 12 月 16 日 

 

「持続性感染により発生する感染がん」に関する共同利用・共同研究施設として認定

されている北海道大学遺伝子病制御研究所とのがん研究面でのネットワーク形成を目

指して、2012 年から金沢と札幌で交互に毎年ジョイントシンポジウムを開催してきて

います。今回 8 回目のシンポジウムを 12 月 16 日に金沢で開催しました。双方の研究

所からそれぞれ 3 名、あわせて 6 名の研究者が、2 つのセッションにて最新の成果を発

表しました。 

最初のセッションでは、松本邦夫教授（がん進展制御研究所）が新しいタンパク工学

技術を用いた生理活性を持つ人工タンパクの開発、西村建徳助教（がん進展制御研究

所）がミトコンドリア内一炭素経路の酵素を標的とした薬剤の開発、園下将大教授（遺

伝子病制御研究所）がショウジョバエを用いた抗がん剤スクリーニング法という、出口

を目指す研究の成果が発表されました。 

二番目のセッションでは、馬場智久准教授（がん進展制御研究所）が細胞外小胞によ

る二次性白血病の発症機構、遺伝子病制御研究所の藤田恭之教授・竹内康人博士研究員

が発がん抑制機構としての細胞競合に関する詳細な分子機構という、発がん過程での

役割が最近注目されている現象に関する成果が発表されました。 

いずれのセッションでも、最新の成果が発表されるとともに、予定時間を超えた活発

なディスカッションがなされました。シンポジウム終了後は、がん進展制御研究所の忘

年会を兼ねた Mixer が片町で行われ、北大側の参加者も交えた活発なディスカッショ

ンが夜遅くまで行われ、本研究所と遺伝子病制御研究所とのネットワークがさらに強

固なものとなりました。 
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